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問１０.大学における専攻と修了者属性 

法律系  理系(医学・薬学、工学、理学)  文系社会科学系(経済・経営、政治・行政)  文系非社会科学系(人文)  



47 

6 

64 

35 

1 

23 

2 

0 10 20 30 40 50 60 70

E. 法学部卒業後の社会人経験を経て法科大学院修了後に法曹その他で活躍 

C. 司法試験合格後弁護士登録せずに①公務員②企業勤務③非営利団体・国際機関 

B. 司法試験合格後弁護士登録して①公務員②企業インハウス③非営利団体・国際

機関④過疎地勤務 
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問１２.合格者における研修所の入所の別と修了者属性 
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問１１.非合格者の進路と修了者属性 
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問１３.合格者の進路と修了者属性 
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問１４-１.有益であった科目群と修了者属性 
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問１４-２の６.実務系臨床科目群において、受講しておけば良かったと思う科目の有り無し 
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問１４-２の９.基礎法・外国語科目群における具体的な科目名 

「外国法の内訳は，EU法5，アジア法1，英米法13，ドイツ法3，フランス法1であり，

外国法とのみの回答が2ケースあった。」 
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E. 法学部卒業後の社会人経験を経て法科大学院修了後に法曹その他で活躍 
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B. 司法試験合格後弁護士登録して①公務員②企業インハウス③非営利団体・国際

機関④過疎地勤務 

A. 法学以外のバックグラウンドで活躍 

問１６-１.法科大学院を修了していなければ、現在従事している仕事に就けなかったと思うか 

はい いいえ どちらとも言えない 


